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10月 1日 「憲法 9条京都の会」集会で
講演する渡辺 治さん !

9条京都のつどい2022
～講演&全体会～

１０
月
１
日
竜
谷
大
学
響
都
ホ
ー
ル
で

「
戦
争
Ｎ
Ｏ
ｌ
く

ら
し
破
壊
の
大
軍
拡
を
止
め
、
平
和
を
つ
く
る
確
か
な
力

を
草
の
根
か
ら
―
」

「
９
条
京
都
の
つ
ど
い
２
０
２
２
～

講
演
＆
全
体
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
は
憲
法
９
条
京
都
の
会
で
す
。

講
演
は
、　
一
橋
大
学
名
誉
教
授
の
渡
辺
治
さ
ん
で
、
演

題
は

「
新
た
な
改
憲
情
勢
と
私
た
ち
の
と
り
く
み
」
で
す
。

全
体
会
で
は
、
奥
野
恒
久
事
務
局
長
が
報
告

ｏ
提
案
を
行

い
、
事
務
局
か
ら
の
行
動
提
起
を
承
認
し
ま
し
た
。

行
動
提
起
は
、
次
の
通
り
で
す
。

■
改
め
て

「
９
条
の
会

一
の
活
動
を
活
発
に
進
め
て
い
こ
う
。

新
た
に
立
ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る

「
９
条
の
会
」
を
応
援

―し
、き
ふフ
。

２
憲
法
９
条
京
都
の
会
が
新
た
に
今
秋
作
成
す
る
ホ
ス
タ
ー

を
お
お
い
に
張
り
出
し
、
戦
争
は

「
し
な
い
さ
せ
な
い
」

一
憲
法
９
条
を
生
か
し
た
外
交
努
力
を

」
と
い
う
世
論
を
広

げ
に
広
げ
よ
う
―

３
貧
困
や
環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
若
者
な
ど
、
若
い

世
代
に
も
働
き
か
け

一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
、
発
信

方
法
を
学
ぶ
な
ど
、
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
広
げ
る
工

夫
を
し
て
い
こ
う
．

■

一‐改
憲
発
議
に
反
対
す
る
全
国
緊
急
署
名
」
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ

っ
て
、
改
め
て
９
条
改
憲
の
危
険
性
に
つ
い
て
対

話
と
宣
伝
を
行
い
、
署
名
の
輪
を
広
げ
よ
う
―

６

「
９
条
の
会
」
同
士
が
宣
伝
グ

ッ
ズ
や
チ
ラ
シ
な
ど
を
含

ニ
ト
ト
ー
キ
■
ｉ
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¨
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第
３７
回
国
賠
同
盟
京
都
総
会
で
特
別
講
演
す
る
本
庄
豊
さ
ん

め
て
交
流
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
や
職
場
の
実
情
に
合
っ
た

楽
し
い
活
動
を
目
指
そ
う
―

０
２
０
２
２
年
Ｈ
・
３
憲
法
集
会
を

円
山
で
、
ま
た
各
地
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
も
活
用
し
て
成
功
さ
せ
よ
う
。

（
若
干
の
解

題

‥
講
演
の

レ
ジ
ュ
メ
は
、

資
料
的
な
部
分

と
本
論
的
な
部

分
が
あ
る
の
で
、

二
分
割
し
て
掲

載
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
文

責
は
編
集
部
で

す
）

〈
戦
前
の
日
本

と
離
安
維
情
仏
〉

戦
前
の
日
本
を

語
る
と
き
、
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
の
が

一治
安
警

察
国
家
体
制
」
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
や
小
説
に
た
び
た
び
特
高
警
察

が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
わ

か
る
。
と
り
わ
け
昭
和
前
半
期
の
日

本
社
会
の
す
み
ず
み
ま
で
を
監
視
し

た
治
安
維
持
法
と
特
高
警
察
の
犯
罪

に
つ
い
て
は
、
現
在
も
国
家
に
よ
る

反
省
や
謝
罪
も
行
わ
れ
ず
、
そ
の
た

め
国
家
機
関
に
よ
る
資
料
保
存
や
調

査
が
な
く
、
全
貌
が
見
え
に
く
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

私
は
長
年
に
わ
た
り
、
治
安
維
持

法
に
反
対
し
て
暗
殺
さ
れ
た
京
都
選

出
の
代
議
±

ｏ
山
本
宣
治

（山
宣
）

研
究
を
続
け
て
き
た
が
、
先
行
研
究

者
で
あ
る
佐
々
木
敏
二
氏
の
著
作

『山
本
宣
治
』
上

・
下
■
９
７
４
・

５
年
、
汐
文
社
）
並
び
に
、
小
田
切

明
憲
氏
と
の
共
編
著

（監
修
は
住
谷

悦
治
氏
）

『山
本
宣
治
全
集
』
全
七

巻
と

『山
本
宣
治
写
真
集
』

（■
９

７
９
年
、
同
）
を
導
き
の
糸
と
し
な

が
ら
、
山
本
宣
治
の
家
族
や
同
志
、

彼
を
支
え
た
人
び
と
だ
け
で
な
く
、

山
宣
暗
殺
者
と
そ
の
黒
幕
を
も
対
象

と
し
て
資
料
を
発
掘
ｏ
研
究
し
、
著

作
と
し
て
ま
と
め
て
き
た
。
こ
の
講

演
で
は
私
の
山
宣

「周
辺
研
究
」
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、

「治
安
維
持

法
犠
牲
者
名
簿
。
京
都
」

（仮
題
）

出
版
に
向
け
て
の
意
義
に
つ
い
て
述

べ
て
み
た
い
。

〈
山
宣

『周
辺
研
究
』
と
は
？
～
研

究
史
を
振
り
返
る
〉

私
が
山
宣

「周
辺
研
究
」
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
宇
治
で

の
山
宣
の
葬
列
ング
輔鬱
影
し
た
映
画
フ
ィ

ル
ム
の
中
に
島
崎
藤
村
の
姪

ｏ
こ
ま

子
の
姿
を
発
見
し
た
こ
と
か
ら
だ
っ

た
。
拙
著

『山
本
宣
治
～
人
が
輝
く

と
き
」

（学
習
の
友
社
、
２
０
０
９

年
）
終
章

「山
宣
研
究
の
目
的
と
現

在
の
情
勢
」
か
ら
引
用
し
よ
う
。
こ

こ
で
い
う

「山
宣
が
生
き
た
時
代
」

と
は
ま
さ
に
治
安
維
持
法
体
制
が
確

立
し
て
い
く
時
代
で
も
あ
っ
た
。

―
島
崎
こ
ま
子
を
調
べ
る
な
か
で
、

第
３７
回
総
会

・
第

一
部
の
本
庄

豊
先
生
の
特
別
講
演

（要
旨
）

「治
安
維
持
法
犠
牲
者
名
簿

・

京
都
」
出
版
に
向
け
て
の
と

り
く
み
の
意
義
―
山
本
宣
治

「周
辺
研
究
」
を
超
え
て
―
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一山
宣
研
究
の
目
的
は
、
山
宣
が
生

き
た
時
代
が
わ
か
る
こ
と
で
は
な
い

か
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
山
宣
と
か
か
わ
り
の

あ
っ
た
人
物
に
焦
点
を
あ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
間
連
鎖
の
全
体
像
を
描
け

ば
、
山
宣
の
生
き
た
時
代
が
み
え
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
確
信
に

い
た
り
ま
し
た
。

（編
集
部
の
解
題

‥
以
下
、
山
宣
研

究
を
め
ぐ
る
本
庄
豊
先
生
の
模
索
の

２０
年
の
変
遷
を
年
代
順
に
著
作
１２
点

を
あ
げ
、
資
料
と
の
向
き
合
い
方
や

歴
史
研
究
の
方
法
、
歴
史
叙
述
に
つ

い
て
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

資
料
的
部
分
は
別
途

「研
究
史
」
と

し
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
ま
す
）

〈
時
代
の
風
を
真
正
面
か
ら
受
け
な

が
ら
∨

Ｅ
，
Ｈ
，
カ
ー
は

「歴
史
と
は
、
現

在
と
過
去
と
の
間
の
尽
き
る
こ
と
を

知
ら
ぬ
対
話
」
だ
と
の
べ
て
い
た
。

浜
矩
子
氏

（同
志
社
大
学
教
授
）
は

『京
都
新
聞
』

（２
０
２
１
年
４
月

１
日
）

「天
眼
」
に

「熟
知
し
て
い

る
は
ず
の
小
説
や
専
門
書
、
古
典
な

ど
の
中
に
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
。

自
分
が
当
面
し
て
い
る
状
況
や
、
世

の
中
の
情
勢
変
化
に
応
じ
て
、
同
じ

作
品
で
も
、
違
う
部
分
が
示
唆
を
あ

た
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
」
と
書
い

て
い
る
。
歴
史
学
者
の
阿
部
謹
也
も

「歴
史
は
自
分
の
内
面
に
対
応
す
る

何
か
な
の
で
あ
っ
て
、
自
分
の
内
奥

と
呼
応
し
な
い
歴
史
を
私
は
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
」

（
『
歴
史
と

叙
述
―
社
会
史
へ
の
道
』
■
９
８
５

年
、
人
文
書
院
）
と
述
べ
て
い
た
。

雑
誌

『前
衛
』
２
０
２
０
年
４
月

号
に
掲
載
さ
れ
た
拙
稿

「野
党
共
闘

時
代
の
到
来
と
山
本
宣
治
　
そ
の
理

論
と
生
き
方
に
学
ぶ
」
か
ら
転
記
す

る
。

―
緊
急
勅
令
は
事
後
承
諾
案
件
と
し

て
、
翌
”
年
１
月
の
第
５６
議
会
に
提

出
さ
れ
た
。
法
案
は
政
友
会
７
人
、

民
政
党
７
人
、
新
党
ク
ラ
ブ
２
人
、

無
産
政
党
１
人
か
ら
な
る
委
員
会
で

審
議
さ
れ
、
民
政
党
の
斎
藤
隆
夫
、

内
ケ
崎
作
二
郎
、
水
谷
長
二
郎

（旧

労
農
党
解
散
後
は
労
農
大
衆
党
を
結

成
）
が
反
対
し
た
が
、
政
友
会
と
新

党
ク
ラ
ブ
の
妥
協
に
よ
り
、
法
案
は

委
員
会
を
僅
差

（９
対
８
）
で
通
過

し
た
。
与
党
政
友
会
内
に
も
伊
藤
仁

太
郎
ひ
と
り
が
反
対
し
た
が
、
よ
う

や
く
３
月
２
日
に
衆
議
院
本
会
議
に

上
程
さ
れ
た
。
政
友
会
が
賛
成
、
民

政
党
の
斎
藤
隆
夫
が
反
対
討
論
を
行
っ

た
。
斎
藤
は
日
中
戦
争
に
反
対
、
立

憲
主
義
を
擁
護
す
る

「反
軍
演
説
」

（１
９
４
０
年
）
を
行
っ
た
こ
と
で

も
著
名
な
政
治
家
で
あ
る
。
斎
藤
の

反
対
討
論
の
と
き
傍
聴
席
か
ら
治
安

維
持
法
反
対
の
ビ
ラ
が
ま
か
れ
た
た

め
、
議
場
は
騒
然
と
な
り
、
採
決
は

３
月
５
日
に
延
期
さ
れ
た
。

斎
藤
隆
夫
の
反
対
討
論
は
次
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
。

「刑
罰
の
目
的
は
犯
罪
者
を
苦
し
め

る
に
あ
ら
ず
し
て
、
犯
罪
者
の
身
体

を
保
護
し
、
精
神
を
教
養
し
、
反
罪

者
の
人
格
を
向
上
せ
し
め
て
、
以
て

一
般
の
国
民
と
共
同
の
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
」

「
一
度
殺
し
た
な

ら
ば
、
刑
罰
の
目
的
と
い
つヽ
も
の
は
、

全
然
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

あ
り
ま
す
」

一国
民
の
代
表
の
承
諾

を
得
ず
し
て
、
殺
人
法

（補
注
‥
治

安
維
持
法
改
定
に
よ
る
最
高
刑
死
刑

と
す
る
も
の
）
を
制
定
す
る
が
如
き
　
　
３

は
、
政
府
と
し
て
大
い
に
警
め
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
す
」

（内

田
博
文

『戦
争
と
刑
法
　
戦
時
治
安
法

制
の
つ
く
り
方
』
２
０
１
５
年
、
み
す

ず
書
房
）

斎
藤
ら
の
反
対
討
論
と
は
別
に
、

山
宣
も
反
対
演
説
を
準
備
し
て
い
た
。

だ
が
、
発
言
は
封
じ
ら
れ
た
。

（つ
づ
く
）
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国
賠
同
盟
宇
治
洛
南
支

部

の
わ
が
青
春

つ
き
る
と

も

（伊
藤
千
代
子
の
生
涯
）

上
映
運
動
の
と
り
く
み

宇
治
洛
南
支
部

藤
原
元
幸

宇
治
城
陽
久
美
山
会
場
に
は
、
合

計
４
５
５
名
の
方
々
の
参
加
で
大
盛

況
で
し
た
。
約
４
年
前
の
映
画
の
製

作
費
資
金
債
券
者
募
集
運
動
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
、
こ
の
宇

治

・
洛
南
地
域
は
地
元
債
権
者
の
協

力
も
あ
り
、
大
胆
な
上
映
運
動
が
で

き
ま
し
た
。

特
に
宇
治
記
者
ク
ラ
ブ
で
の
記
者

会
見
に
は
治
安
維
持
法
犠
牲
者
遺
族

が
そ
の
治
安
維
持
法
の
不
当
な
実
態

を
告
発
し
ま
し
た
。

ま
た
宇
治
市
議
会
に
は
全
会
派
に

協
力
要
〓嗅

全
国
紙
地
方
紙
な
ど
報

道
各
社
へ
映
画
案
内
の
要
請
な
ど
、

ま
た
地
域
コ
ミ
セ
ン
・
図
書
館

・
小

学
校

◆
高
校

・
大
学
職
員
・
労
組
ヘ

ビ
ラ
、
ポ
ス
タ
ー
を
も
っ
て
要
請
に

行
き
ま
し
た
。

ど
こ
も
好
意
を

も
っ
て
う
け
と
め

て
も
ら
い
、
映
画

案
内
が
大
き
く
広

が
り
ま
し
た
。

特
に
、
呼
び
か

け
人
、
個
人

・
団

体
の
実
行
委
員
の

４
０
人
を
超
え
る

方
々
の
奮
闘
が
、

参
加
者
の
す
そ
野

が
広
が
っ
た
要
因
で
す
ｒ
あ
り
か
と

フヽ
）ご
ぎ
），い
多ま
卜
）ら／」し

原
作
者
の
藤
田
廣
登
さ
ん
か
ら

「伊
藤
千
代
子
が
尊
敬
し
て
お
■
ふな

い
、
宇
治
山
富
一の
地
で
の
、
上
映
会

大
成
功
、
よ
か
っ
た
で
す
ね
」
と
激

励
の
メ
ー
ル
が
あ
り
ま
し
た
‐

《
映
画
の
感
想
文
か
ら
》

○
素
晴
ら
し
い
映
画
で
し
た
。
千
代

子
さ
ん
の
明
る
さ
が
い
い
。
次
々
と

転
向
す
る
中
、
信
念
を
つ
ら
ぬ
き
通

す
す
が
す
が
し
さ
。
女
性
た
ち
が
連

絡
を
取
り
合
っ
て
が
ん
ば
る
姿
。
そ

れ
ら
の
成
果
で
と
っ
た
こ
の
自
由
と

民
主
主
義
を
さ
ら
に
の
ば
す
た
め
、

し
っ
か
り
せ
な
あ
か
ん
と
あ
ら
た
め

て
思
っ
た

（七
〇
代
）
。

〇
命
が
け
で
戦

っ
た
千
代
子
さ
ん
の

よ
う
な
方
々
の
人
生
の
上
に
今
、
私

た
ち
の
生
活
が
あ
る
と
改
め
て
思
い

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
む
ざ
い
ま
し

た

（
四
〇
代
）
。

《
ご
案
内
》

生
か
そ
う
憲
法

守
ろ
う
９
条

Ｈ

・
３
憲
法
集
会

安
保
法
制
を
廃
上
し
、
憲

法
を
生
か
す
政
治
に
変
え
よ

，つ／１
・

軍
事
よ
リ

コ
ロ
ナ
対
策
、

い
の
ち

・
暮
ら
し
を
守
れ
―

◇

Ｈ
月

３
日

（本
）

◇
午
後

１
時

３ｏ
分
開
会

◇
円
山
野
外
音
楽
堂

◇

講

演

小

森

陽

一
さ

ん

（
９
条

の
会

事

務

局

長

・
束

大
名
誉
教
授
）

一
今

こ
そ
輝

か
せ

憲

法

９
条

～
不

正
義

と
暴

力

を

の
り

こ

え
て
ヽ
‘≫
」

◇
主
催

憲
法
９
条
京
都
の
会

安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
Ｉ
全
国

市
民
ア
ク
シ
ヨ
ン

・
京
都
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